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令和元年度新居浜市消防委員会 会議録 
 

日  時 ： 令和元年６月２６日（水） １５：００～１６：００ 

場  所 ： 消防庁舎３階 ３２会議室 

出 席 者 ： 委員７名（敬称略） 

山本健十郎、大條 雅久、永易 英寿、髙橋 眞次 

高橋 伸彰、八木やよい、近藤由喜子（五十音順） 

消防職員９名 

消防長 毛利  弘、総括次長兼予防課長 藤田 佳夫 

消防本部次長兼通信指令課長 高橋 裕二 

総務警防課長 中川 雅彦、北消防署長 村上 宏之 

北消防課長 永易 睦規、北署川東分署長 塩崎  誠 

南消防署長 石井 一成、南消防課長 加藤 宏彦 

      事務局３名 

       総務警防課 後田  武、岡  政昭、曽我部 司 

傍 聴 者 ： １名（愛媛新聞 長谷川悠介） 

 

 

議 事 録 

 

１ 開 会                               

 

２ 市長あいさつ                            

●石川市長 

改めまして、皆さんこんにちは。新居浜市消防委員会の開会にあたりまして、

一言御挨拶を申し上げます。本日は、消防委員の皆様方におかれましては、大変

お忙しい中、御臨席を賜りましたこと、また、平素より消防行政のみならず、市

政全般にわたり、格別の御理解と御協力を賜っておりますこと、この場をお借り

いたしまして厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年には地震や豪雨により、全国各地に甚大な被害が発生いたしました。 

特に７月の西日本豪雨災害では、愛媛県において関連死を含め３２名の尊い命

と、貴重な財産を失い、近年頻発する大規模災害の中でも、決して忘れることが

できない痛ましい記憶となりました。 

 このような、過去に例を見ない規模で発生する地震・豪雨等の自然災害に対し、

的確かつ迅速に対応していくためには、ハード面とソフト面、それぞれの側面か

ら、防災体制を強化していかなければならないと考えています。 

そこで本市におきましては、ハード面として、体験型防災センター機能を備え
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た「総合防災拠点施設」を平成２９年１１月に着工し、今年度中の供用開始を目

指し、建設を進めているところでございます。 

また、ソフト面の対策といたしましては、今年度の組織機構の見直しにより、

危機管理を統括する部門を設置し、災害対策本部機能の強化を図りたいと考え

ております。この施設の完成と、組織の見直しにより、本市の消防力・地域防災

力は格段に強化されるものと確信いたしております。 

市民の生命、財産を守り、安全で安心な暮らしを実現するためには、議会、行

政、消防団、自治会、自主防災組織など、それぞれが役割をしっかりと果たし、

互いの結びつきを深めていかなければならないと考えています。 

つきましては、本日ここにお集まりの消防委員の皆様方におかれましても、災

害に強いまちづくり構築のため、今までに培った豊富な経験と知識を活かして

いただき、一層の御指導、御支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

最後になりますが、この後事務局から説明をさせていただきます議案につき

まして、お気づきの点がございましたら、今後の消防行政に活かして参りたいと

考えておりますので、どうか忌憚のない御意見をいただきますよう、お願いいた

しまして、私の挨拶とさせていただきます。 

どうか、よろしくお願いいたします。 

 

３ 委員及び幹部職員紹介                        

………〈 消防委員自己紹介・市長退席 〉……… 

 

４ 委員長選出                             

全員一致で山本健十郎委員を委員長に選出 

 

５ 委員長あいさつ                           

●山本委員長 

 只今、消防委員会で委員長に御推挙いただき大変ありがとうございます。 

 消防委員会は、消防委員会条例により、市長の諮問に応え建議するという消防

運営に関する重要な事項について審議いたします。また、消防職員、団員それぞ

れの環境整備等についても皆様と十分相談していきたいと考えています。 

発生が懸念されている南海トラフ地震等の災害につきましては、消防がしっ

かりと対応できるような状況になるよう努力していけたらと思います。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 

６ 議事（議事進行 山本委員長）                     

議案（１）平成 31 年度(令和元年度)消防行政基本方針について【消防長説明】 

議案（２）消防の事務概要について【総括次長説明】 

議案（３）令和元年度の消防行事について【総務警防課長説明】 
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議案（４）総合防災拠点施設建設事業について【総務警防課長説明】 

………〈 資料に基づき説明 〉……… 

議案（５）その他（質疑応答） 

●大條委員 

総合防災拠点施設についての説明の中で、副訓練塔の建設に伴い、現在建設中

の拠点施設１階の車庫を使用するということだが、工事中の安全対策について

はどうなっているのか。また、車両の出入り口については変更があるのか。 

●曽我部係長 

 消防車両につきましては、１階部分を仮使用する予定となっておりますが、現

在前面に設置してある仮囲いを撤去し、車庫を開放することとしています。また、

車庫の中は区画し、工事部分と区画を分けることで安全対策を行います。 

 車両の出動につきましては、車庫から県道に向かって出るように考えていま

す。 

●大條委員 

県道に出る出入り口については今と変わらないのか。 

●曽我部係長 

現在は、以前にロータリーがあった所を出入り口として使用させていただい

ていますが、車庫の仮使用中につきましても、そちらを使用させていただく予定

となっています。また、副訓練塔の建設が落ち着きましたら、旧の消防車両出入

り口を利用したいと考えています。 

●永易委員 

消防行政基本方針の中の人材育成について、消防大学校、県消防学校、研修会

等と書かれているが、年間予算と派遣人数は概ねどれくらいか。 

●中川総務警防課長 

消防大学校には、今年度予防科に１名の入校を予定していますが、その他、救

急科、救助科、初級幹部科等につきましても、計画的に派遣したいと考えていま

す。また、救急救命士につきましては、今秋から九州の研修所へ１名を派遣いた

します。 

入校経費等につきましては、現在、県消防学校の初任科へ５名を入校させてお

りますが、１人あたり約５０万円、救急救命士研修所は約２５０万円、消防大学

校は約４０万円程度となっております。 

●永易委員 

救急救命士の人数については、西条市や四国中央市と比べてどうなのか。また、

割合についても隣接市と比べて高くなっているのか。 

●中川総務警防課長 

救急救命士につきましては、３０名体制を目指して計画的に養成を図ってい
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ますが、実働で３０名を確保するのは困難な状況となっています。 

救急救命士が管理職となり、救急隊を外れるのが要因でありますが、その対策

として、救命士の資格を有する者を上級・中級職員として募集し、計画的に採用

することにより人員確保に努めています。現状では、２４名程度が実働の救命士

となっています。 

救命士の人数について他市との比較でございますが、昨年４月の資料では、西

条市が３７名、四国中央市が３９名であり、本市が３０名前後で推移しているこ

とから、少し低目の水準となっております。 

●永易委員 

 それに対しての予算要望はどうしているのか。 

●中川総務警防課長 

毎年１名は予算を確保し、救命士研修所へ派遣しています。 

●山本委員長 

救命士の人数が近隣市と比較して少ないのは様々な事情があると思うが、西

条市や四国中央市は、職員採用時に救命士の資格を持った者を採用しているの

か。 

●毛利消防長 

救急救命士の資格を持った者の採用につきましては、昨年まで毎年１名から

２名を上級・中級枠で採用しています。新居浜市では、救命士の試験に合格し資

格を有する者を採用していますが、他市におきましては、合格見込みの者という

採用条件になっている市もあり、採用後試験に合格できず救命士になれない場

合もあります。 

●山本委員長 

 新居浜市の実態の中で、救急の活動に問題はないか。 

●毛利消防長 

 救急車１台に救命士が２名というのが理想でありますが、１名でも救命士の

特定行為を行うことが可能であり、県の消防学校で行う救急標準課程を修了し

た職員は多数いますので、救命士１名であっても標準課程の職員で補完できる

という状況です。 

●山本委員長 

 懸案事項の説明の中で、「市町村の消防の広域化に関する基本指針の改正」が

示され、国では令和６年まで引き続き推進することになっているが、以前から広

域化は難しいと聞いている。現在県内の状況はどうなっているのか。 
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●毛利消防長 

現在の状況につきましては、全国的にも非常に停滞しています。各県でも広域

化の計画を立て、愛媛県においても平成２０年に、県下１ブロック、３ブロック

（東予、中予、南予）、５ブロック（東予２、中予１、南予２）の３つの計画が

策定されましたが、３地区ともに全く進んでないのが現状です。 

国が示した令和６年までの計画につきましては、全国的にあまりにも広域化

が進んでいない状況を踏まえ、人口１０万人未満及び消防吏員１００人未満の

消防本部について推進し、特に消防吏員５０人未満の本部については重点的に

進めることとなっています。 

●山本委員長 

 新居浜、西条、四国中央の３市で広域化するというのは考えられないのか。 

●毛利消防長 

広域化の想定として計画にあるのですが、今のところ具体的には方向性が見

えていません。 

●髙橋眞次委員 

ドローンの購入という項目があるが、空中と水中、それぞれ免許は必要なのか。 

●高橋次長兼通信指令課長 

免許という形態ではありませんが、国土交通省に飛行についての申請をいた

します。操作員につきましては、空中が３日間、水中が１日の計４日間の講習を

実施し、７名の職員を養成いたしました。訓練等につきましては事前に飛行申請

が必要でありますが、災害時には申請なしで飛行が可能となっています。 

●髙橋眞次委員 

水中ドローンの映像については、かなり鮮明に映るのか。 

●高橋次長兼通信指令課長 

鮮明に映ります。 

●山本委員長 

他にございませんか。 

それでは御意見も出尽くしたようですので、すべての議案の審議を終了した

いと思います。長時間にわたりまして、御審議いただきましてありがとうござい

ました。それでは進行を事務局にお返しいたしたいと思います。 

 

７ 閉会 

 


